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<プロフィール>
日本人の父とガーナ人の母との間にガーナで生まれる。

当時外国人を狙った集団強盗に一家が襲われ、6歳から日本に移住。文化のちが
いから家族がばらばらになり18歳まで児童養護施設で育つも、ピアノやサッカー
の教育に恵まれる。
学生時代からモデルやCMの仕事を始め、「ユニクロ」などの仕事を経て、「世

界ふしぎ発見」など多数テレビ番組にも出演。その傍ら、好きだったピアノを通
して都内を中心にピアノの弾き語りを始める。
現在ではソロ活動のほか、元 Jリーガーで作詞作曲家の兄と薬剤師としても活

躍する弟とのボーカルユニットYANO BROTHERSとしてライブ活動を展開。25歳の
時、ガーナでのあるストリートチルドレンとの出会いをきっかけに「誰にも守っ
てもらえない子供たち守りたい」という想いを抱き自立支援団体Enijeを設立。
2012年に一般社団法人化し、教育を柱にガーナで学校建設や教育する側の教育、
運動会やサッカー大会を行いながら支援を続けている。また社会問題をテーマに
したトークイベント「箱舟に積むモノ」を立ち上げ、当事者を招き社会問題を
シェアする活動を行っている。2013年出演したドキュメンタリー映画「ハーフ」
出演以降、主にアイデンティティー、マイノリティー、人種差別、国際交流、異
文化共存などをテーマに多数講演。

＜スタッフより＞
ジェンダー、出身、バックグラウンド等において、私たちは様々なマイノリ

ティ性があり、誰一人として同じ人間はいません。しかし現在は、人間同士が関
わり合う場面で、違いを露呈させることがタブーとなる風潮が高まっているので
はないでしょうか。それでもコミュニケーションを恐れず、お互いをオープンに
して理解し合うことの大切さを考えていただければと思います。


